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l▲＝酷式，－＃，済】湖畔≠．与 こ  

買い手、売り事に儲僚牟l芦と■なく、需給によ  

って価格が決まるので、世界の人が与れを見  

て取引するようになったのです。また；▲IPE  

嘲準秤ントという坤噂密鵬1招鮮墜  
が、取引量は1日約1億バレルに達し∴ヨー  

ロッパで取引キれ昔ヤる原油の指標に．なって  

姑勘ヰtさ∴lさ成算酎そ笠√主に三1一湛・し〕イJ 

NYMEX（ニ耳－ヨヤクiマーカンタイル取  

引所）の原油、′ゝWTI：rJ（酉テキサス産原油）が  

30ドルを突破－－ナナこ巧夏、．らんな情報が世界  

をめぐり、危機感脅高めました。産業の血液、  

原油。その価格や取引に大きな影響を与えて  

いるのが先物取引です。Ⅴ骨鼎新一i・1ご、て・二！へ京壬・ご 

参加者は極めて多彩  
＼かつで、（原油はメジJ、と呼ばれる大事香  

油会社が、ノ次いでOPEC（石油輸出国機構）  

が価格決定権を持っていました。しかし、  

1983年3月30日、NYMEXで原油の先物取  

引が始まるとともに、状況が一変。ここで形  

成される価格が世界の基準になりました。   

OPECは「バスケット価格」という7つの  

油種の平均イ耐各を取引に使っていますが、そ  

のバスケット価格もNYMEXの価格を参考  

にして、，それより2、．3ドル低く決めてし†る  

ことが多いようです。なぜでしょうか。そ咋  

は先物取引は世界各地のあ 

し、最も公正な価格が形威をれているからで  

す。現在、先物取引凄卸YM耳Ⅹ、IPE（ロン  

ドン石油取引閲、‘・琴壕塀翠弓1諷シンガ  

ボール取引所などで行われでい厨すが、この  

うち、指標とされひるYMEXの僻                           ＿l r‾ ’l  

です。  
、、∴■  、‾ 

巌   

NY叩EXのWTIの取引高はⅠ一日約2億バ  

′▼ミゝこ レノレム世界の原油の生産高が1日約7，qOO万  
バレルなので、その3倍に達し‾ま 

実は、生産量はWTIは日産46万バレル、北  

海ブレントほ29万バレルと決して多くはあり  

ません。にも、かかわらず、指標になっている  

のは一にもこにも参加者が多彩で取引量が多  

いことにありますらノシ 、   

例えば、NYMEXり場合、6、7年前の話  

ですが、参加者の比率はオイルトレーダ丁が  

36％、金融関係が15％、精製会社が10％、メ  

ジャ「が10％、中小の投機家が7％、当業者  
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90％以上が当業者とのこと  

格はNYMEXに引  

うご‾「：∴ごご  

こトが毒し   

WTIはヘッジ（保険つなぎ）として、当業  

者iさ利用こさてれでいンまサが、㌔：をれ好けではなく、  

取引横谷場合、■l・iイ耐督の目安・（ノヾン湊セ「ノ刻、卜 

どじで…も償あれ甘しきま・す。これは∴「WⅧⅠヰ■○  

ドル」汀胡門珊「8・ド瀬」∴と骨う；形で取引する  

紅ので、与米国では広範囲に行われ飢1ます。一い  

北海ガレン，卜ほつこい‥甘．も＼同様ですよi心かも、毒キ  

西方烹リ」カ産の原油など他地域産の原油に駁  

こ必涛我が適用訝れて☆′ま・・す云し一Llナ  

」J′lユ∧′ ヽ   ノ  

， こ、 ゝ「・  
′」ヽ／1．1」⊥Ⅶlコ  

1＝ －ニハ、   

しよ・うと‥生産部円上・精製部門がNYMEXの  

価格をボー．如こ社内岩取引軒電ご．と．：も行われ  

でいノる模様ですふ＼1軒ニ  r・－－－、 

一方、日本では廟離縁暴雨血EXをヘッ  

ジ手段と七て使わて．いることもあり・：ますが、  

元売りはほと＝んど参加しでいません。ノ中東諸  

国から長期契約で原油な購入、＼それを精製・  

販売する企業が多く、∴へシジの必要性が薄い  

ためい．1われてい†まこす云 

東京工業品取引所では昨年9月に原油を上  

場しました。ドバイ産とオマーン産という．2  

種類の価格の平均値を才旨標忙しで∴取引して  

いますが、■ まだ、．∴国際的な指標に・↓はな三ってい  

ません。｛建玉がNYNEXの＝3∴％程度と少な  

くJ、流勤性に欠けること・が最大のネックとな  

っでいます。  

このため∴東京工業品取引所では「当限（決  

済月）の建玉規制の緩和」などを行いました。  

またJJ＿：シンガボーノレ取引所に東京工業品取引  

所ヒ同じ形で原油馨ドル建モで上場する業務  

提諾を布い・ました。二これで両取引所間のアニ  

ビトラ⊥ジ′（裁定取引）、‡・もナ可能になサました。  

これを機に日林碇せ指標となる市場ができ、て  

もらいたいものです。  

なく■＼・「きユカセオブジき畠二試め買いし」・＿「ダウトオ  

ブシ畠ンの売り」J‾などと潮．み合おせるモこ亨．と，も 

よぐ行われていほてす。．‡l洗物取引で売れば売値  

は確定し訂すが耳原油価格が大きく㌧且がうた  

場令は「得ノられたであろう利益」を失う肯し  

ま！二し＼ます。、こそこでユ＋ルオプシ訃ンの扇いと  

組み合ゎせで、j原油イ耐各が高騰したとき■・にも  

利益を得ちれるよTうにするものです。周様、  

価格が下がったときにも利益が待られるよう  

「先物取引の買い」堪丁ダヅニ転流プショキンめ扇  

い」を椒み食わ軍挙手捧で釆バギやゃ隼 
－‥   

もっとも、【オジヰ亨な老・泳生産量のす・空て 〉 を庫物取弓lで売さる耳走味な烏量的には磨れ  L・・一－し・∵．，r   ・、■じ  L上∴リ‘ヾ＝トンご‥  
・■∵：1r■て‘  

、                                 一∴、′′・一                   ∃、，  ■′′′■’▲′ 
こ、ご・ ％」・と■・みられでいます。ま七、手数粗を緬約  
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